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受付対象 日時 申込可能内容 

通常申込 

（窓口・電話・インターネット） 

５月２１日（木）～ ６～７月分 

抽選申込 

（窓口・電話・インターネット） 

５月２６日（火）～３１日（日） 

※２６日は９時から受付します。 

８月分 

通常申込 

（窓口・電話・インターネット） 

６月１０日（水）～ 

窓口９時から、電話は１０時から、インターネットは９時から 

８月分 

 

 

 

 

 

 

 

喜･怒･哀･楽 十七音で人間をよむ 

 

 
 

お家で過ごすことの多い今、何気ない日常の中で感じ

たことを十七音（五七五）に詠んでみませんか。 

 

 

☆対 象 ：川柳初心者の方ならどなたでも 

☆応募方法：FAX・郵送・メールで 

☆〆 切 ：8月２日（日）【必着】 

☆選 者 ：川柳宮城野社  仁多見千絵先生 

☆入選句の発表： 

１０月号のセンターだより、ＨＰ等で 

※応募用紙はHPからダウンロードできます♪ 

 

お題：「輝く」「声」「自由吟」各 2 句まで 
☆対 象：成人 ５人（先着順） 

☆申込み：6/3(水)10:00～ 

     電話にて受付 

第 1回 企画会議 

６月２３日（火）14:00～ 
 ※２回目以降は相談の上 

決定します。 

音楽を通して交流を図る催しを 
一緒に企画しましょう♪ 

 

施設再開及び利用申し込みの受付開始について 

市民センターは、６月２日(火)から一部の施設を除き、利用を再開します。 

つきましては下記のとおり受付を開始いたします。 

※通常申込においては、窓口が混雑する恐れがありますので、インターネットでのお申込みにご協力願います。 

※９月分の利用申込については、通常スケジュールにて受付いたします。地域利用団体優先申込事前受付は、６月５日（金）から開始

します。 

※調理実習室およびフリースペースは、当面の間、ご利用できません。 

※会議室兼調理実習室で会議室のみのご利用を希望される方は、インターネットでは申込ができませんので、窓口にお問い合せくださ

い。 

～利用にあたってのお願い～ 

①手洗いの徹底やこまめな換気、３密を避けるなど感染予防対策をとりながらご利用ください。 

②各部屋の定員の半数程度でのご利用をお願いします。体育館・ホールについては５０人を超える人数での利用はお控えください。 

③感染予防対策が十分に取れないと判断された場合、利用のキャンセルをしていただいて構いません。この場合、利用のキャンセル料

は請求いたしません。（窓口・電話） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回

覧 

            

            

三本松市民センターのホームページへは、 

こちらのＱＲコードを読み取り下さい。 

堤人形の里 
 堤町は、仙台藩足軽の時代から堤人形、堤焼などの産業が育まれた歴史のある地域です。 

今でも地域で人形づくりを続けている方々のご紹介を致します。 

長年、三本松市民センターの講座「堤町再発見」でもお世話になっているお二人です。 

体育館個人使用のお知らせ 

６月６日（土）より土日の体育館個人使用を再 

開いたします。 

当面、新型コロナウィルス感染症対策のため、

ロビー等の無料スペースは使用休止としてお

り、館内での順番待ちは出来ません。ご迷惑を

おかけいたしますが、ご理解とご協力をお願い

いたします。 

つゝみ人形製造所当主 

芳賀 強さん （７８歳） 

２０２０年春の黄綬褒章を受章。長年その道 

一筋に業務に励んだ人に贈られる黄綬褒章の県

内からの受賞は５人。３００年以上の歴史がある

伝統工芸「堤人形」の１３代目。６０年以上にわ

たり、人形作りに励み、研鑽を積んできました。 

今回の受章は名誉なことと謙虚に喜んでおり、 

親や先代の残した良い仕事を参考にしています。 

その教えは、一日一日精進して上を目指し努力を

積み重ねること。伝統を守り、自分で納得いく仕

事をして、一つもおろそかにすることなく、大切

に作り続けたいと話しています。 

 

 

つつみのおひなっこや 

佐藤 吉夫さん （８４歳） 

令和元年度現代の名工厚生労働大臣表彰。 

７０年近くにわたり人形製造工として従事、 

「整形」「窯焼」「彩色」を一貫して行う技能を 

評価され、業界発展への寄与、後継者への指導、

国内外の物産展への参加や小学生への体験教室

の開催等を通じて、堤人形の技能伝承、及び知名

度向上に貢献が認められました。 

 現在は、東日本大震災の津波で犠牲になった方

への弔いで、東松島市の万宝院に１０００体のお

地蔵様を収めるため、既に５００体を収め、残り

５００体の制作に取り組んでいるとのことです。 

 

図書室利用についてのお知らせ 

 図書室の再開は未定です。 

 図書の貸出・返却をご希望の方は、窓口まで 

お願いいたします。 

 

 


